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平成２2年度
�>�‰�s	ù�*�›���•�»�q

委 員 長　津川　均
副委員長　長原　誠10月２4日～２8日

平
成
二
十
二
年
度
の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
算
審
査
は
、
当
該
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

政
策
提
言
等
を
次
年
度
の
予
算
に
反
映
す
べ
く
、
予
算
立
案
前
の
十
月
に
例

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
日
間
に
渡
り
審
査
が
行
わ
れ
、
右
記
の
意
見
を
付
し
て
原
案
通
り
認
定

い
た
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
総
括
質
疑
と
答
弁
は
次
の
通
り
で
す
。

一般会計決算認定に付した意見
　限られた予算のなかで、各課各職員が住民サービスに鋭意努力をしてい
る事は議会としても十分に理解を示す所でありますが、健全財政と住民サ
ービスレベルを維持しつつ、地場産業の活性化等一層の努力を望みます。

⑴　住民健診の受診率について
　特定健診については現況受診率が４０％程度と当初目標とした受診率と
は乖離しております。受診率の向上は病気の早期発見と後期高齢者支援
金の負担を軽減するためにも極めて重要であります。住民へのＰＲ活動
を強化し、周知徹底を図り、受診率向上に努めるよう望みます。

⑵　就農支援実習農場の運営について
　就農支援農場については本来の目的である就農支援を主眼に置き、国
の助成に頼り過ぎずに収支均衡を図ることができるよう、体制整備を望
みます。

⑶　介護保険金給付ミスについて
　介護給付費財政調整交付金の申請ミスにより、1,２９８千円の歳入見込
みが立っていないことは極めて遺憾であります。
　チェック機能の強化を図ると共に、善処をもとめます。

水道事業会計決算認定に付した意見
　平成２２年度は給水戸数1,610戸（前年比１２戸減）、有収率８２.６％（前年比
２.１％減）となり、収支の状況は受託工事費の増加等により純損失１１,６６２
千円となりましたが、前年度繰越利益剰余金を充当し厳しい経営環境の中
で努力されており評価をするところでありますが、平成２２年度においても
未収金の増加がみられるので、今後とも利用者間の公平感を失われぬよう、
より一層の収納対策に努力されるよう望みます。



財
源
積
立
と

住
民
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
▼
健
全
財
政
へ
の
取
組
と

「
今
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
大

切
に
す
る
」
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
様
に
か
ん
が

え
る
か
。

Ａ
▼
将
来
の
住
民
負
担
の
軽
減

を
考
え
、
今
後
必
要
と
な
る
基

金
は
積
立
を
し
、
財
産
を
伴
わ

な
い
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
行

い
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
損
な
う
事
を
避
け
つ
つ
、

内
部
管
理
経
費
の
圧
縮
を
図
り
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。自

動
車
学
校
の

運
営
管
理

Ｑ
▼
決
算
で
黒
字
に
な
る
の
な

ら
、
補
正
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
予

算
の
精
度
を
高
め
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
▼
前
年
度
の
決
算
見
込
み
を

立
て
、
補
正
予
算
を
出
し
て
い

ま
す
が
、
高
校
生
の
入
校
見
込

み
が
充
分
立
た
な
い
の
が
現
状

で
、
更
に
、
職
員
数
の
減
に
伴

い
、
貸
付
金
の
減
額
補
正
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

三
月
の
補
正
で
指
定
管
理
料

を
支
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
入
校
生
徒
数
が
多
く
、
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
収
支
の

計
画
は
月
々
行
な
わ
れ
、
町
に

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
適
正
な
運
営
を
行
い
ま
す
の

で
理
解
願
い
た
い
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

担
当

Ｑ
▼
現
在
、
建
設
課
の
所
管
で

あ
る
が
、
体
力
の
増
強
、
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
、
所
管
を
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
▼
利
用
率
向
上
の
た
め
に
、

運
営
所
管
の
変
更
は
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、

野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
管

理
し
て
い
ま
す
し
、
一
体
的
な

運
営
を
す
る
こ
と
で
、
行
事
や

宣
伝
Ｐ
Ｒ
の
効
果
あ
る
と
お
も

い
ま
す
。
内
部
で
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
雪
に
よ
る

町
づ
く
り

Ｑ
▼
も
は
や
「
利
雪
の
町
」
は

沼
田
町
だ
け
で
は
な
い
。
沼
田

町
の
独
自
性
を
出
す
た
め
に
イ

メ
ー
ジ
戦
略
か
ら
、
科
学
的
な

攻
め
の
戦
略
に
移
行
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
▼
『
沼
田
町
食
料
貯
蔵
流
通

備
蓄
基
地
構
想
』
の
策
定
か
ら

十
数
年
経
過
し
、
国
も
食
料
備

蓄
に
関
す
る
調
査
を
予
定
し
て

い
る
等
、
食
料
備
蓄
の
考
え
方

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
雪
と
共
生
す
る

町
づ
く
り
推
進
計
画
を
策
定
し
、

町
行
政
の
進
む
べ
き
方
向
、
指

針
を
示
し
、
利
雪
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

特
定
健
診

受
診
率
向
上

Ｑ
▼
特
定
健
診
受
診
率
が
四
十

％
と
低
く
、
受
診
率
を
上
げ
る

為
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
提
供
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
▼
平
成
二
十
四
年
度
目
標
を

六
十
五
％
に
置
い
て
お
り
ま
す

が
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

受
診
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
、

結
果
的
に
後
期
高
齢
者
支
援
金

と
い
う
国
保
税
に
係
る
部
分
に

つ
い
て
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
加
算

が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
に
説

明
し
、
受
診
率
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

就
農
支
援
農
場
の

体
制

Ｑ
▼
農
場
業
務
の
中
で
、
通
常

時
間
内
で
牛
の
飼
育
管
理
を
行

っ
て
い
る
が
家
畜
の
状
況
に
応

じ
た
管
理
を
す
べ
き
で
あ
り
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

Ａ
▼
現
況
は
、
四
名
で
一
ヶ
月

シ
フ
ト
割
を
行
い
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

職
員
配
置
の
問
題
、
少
年
に

対
す
る
指
導
、
さ
ら
に
フ
レ
ッ

ク
ス
に
よ
る
給
与
体
系
の
検
討

な
ど
現
在
の
環
境
で
は
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。
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産建福祉常任委員会所管事務調査報告
調査項目◉農地の集積について

委 員 長　絵内勝己
副委員長　鵜野範之
委　　員　上野敏夫

渡辺敏昭
津川　均

本
町
の
農
地
の
集
積
状
況
は

平
成
十
三
年
度
か
ら
農
地

流
動
化
対
策
事
業
が
取
り
組
ま

れ
、
事
業
費
九
千
八
百
万
円
の

執
行
に
よ
り
、
順
調
に
農
地
の

集
積
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
農
業
経
営
体
戸

数
が
一
八
五
戸
を
切
り
、
高
齢

化
も
進
み
後
継
者
を
有
し
な
い

農
家
戸
数
が
増
加
し
て
お
り
農

業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本
町
に

お
い
て
地
域
の
持
続
的
発
展
を

図
る
上
で
も
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
日
本
経
済
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
な
ど
農
業
を
含
め
た

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
、
今
後
は
国
際
競
争

の
な
か
生
き
残
り
を
か
け
た
農

業
構
造
の
改
革
が
求
め
ら
れ
、

生
産
基
盤
の
維
持
向
上
や
農
産

物
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
農
業

の
六
次
産
業
化
な
ど
、
農
地
集

積
を
基
軸
と
し
た
今
後
の
沼
田

農
業
課
題
を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
中
で
、
共
通
課
題
と

し
て
今
後
も
規
模
拡
大
の

意
向
は
強
く
円
滑
な
農
地
の
流

動
化
と
、
継
続
的
な
地
域
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
や
担
い
手
（
後
継

者
、
配
偶
者
、
新
規
就
農
者
）

対
策
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、
同
じ
課
題
を
別

の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

栗
山
町
と
む
か
わ
町
で
の
取
り

組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。
栗
山

町
で
は
㈶
栗
山
町
農
業
振
興
公

社
が
平
成
十
六
年
に
農
地
保
有

合
理
化
法
人
の
認
可
を
受
け
て

お
り
、
農
地
保
有
合
理
化
事
業

の
取
り
組
み
と
、
担
い
手
対
策

な
ど
農
業
施
策
全
般
を
、ま
た
、

合
併
町
で
あ
る 

む
か
わ
町
で
は
、

農
業
セ
ン
タ
ー
で
の
農
協
と
町

と
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
と
、

新
規
就
農
者
対
策（
研
修
農
場
、

新
規
就
農
者
支
援
策
）
を
含
め

研
修
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
地
域
も
産
業
の
空
洞

化
に
よ
り
過
疎
化
が
進
行
し
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
核
と
し
た
地
域
再
生
維

持
を
図
る
た
め
、
課
題
解
決
に

向
け
た
地
域
独
自
の
施
策
を
展

開
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
も
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
と
担
い
手
不
足
が
続
き

円
滑
な
農
地
流
動
化
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
急
激

な
農
地
の
流
動
化
は
地
域
の
崩

壊
や
産
業
の
弱
体
に
つ
な
が
る

こ
と
も
想
像
さ
れ
る
こ
と
か
ら

緩
や
か
な
農
地
流
動
化
が
必
要

と
考
え
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
沼
田
町
の
農
地
集
積
に
つ

い
て
、
下
記
を
も
っ
て
調
査
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

むかわ町での研修

記

1）農地の流動化は今後もさらに進むことが想像さ
れるため、営農効率を考慮した集積が図られる
よう支援誘導策が必要であります。

2）持続する沼田農業を構築するためには、農地と
新規就農者など農業の受け皿となり得る法人経
営体の育成と、個別完結型農業を補完する作業
受託組織の育成が急務であります。

3）営農経営形態が多様化するなかで、農業後継者
や新規就農者が安心して就農できる支援策、支
援体制の構築とこれらを一元的に 
サポートする窓口の設置が必要で 
あります。
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総務民教常任委員会

研修報告『地域資源の活用について』
2011年10月12日㈬～13日㈭清里町、美幌町

補助金「事業」のより積極的な取り組み

商工会と農協の二元論を超える取り組み

オリジナル商品の開発の工夫

清里町焼酎醸造事業所

美幌商工会議所

きよさと観光協会
奥山英明 事務局長

　農家との連携は、調査研究事業のプロジ
ェクト委員に農協の職員で部長職１名と蔬
菜組合の組合長、農業従事者もメンバーに
入っている。行政からも商工、農政、畜産
各部局から係長がメンバーとして参加。「知
らない」とは言わせない組織作り。
　予算は100％補助を目指し、常に日本商工
会議所にそうなるよう確認しながら事業を
実施している。

　商工業者よりも元気がいいのは
農家だが、なかなか商工会主催の
イベントなどに参加してくれない。
そこで、農家の作る小麦粉で冷麺、
乾麺、ラーメンを商品開発し、観
光協会の組織力で全町的な盛り上
がりを演出した。すると、農家が
商工会に入会してパン屋を始める
など波及効果が大。

　健康ブームで成長市場にある「飲料酢」の分
野に、高級果実の地元産メロンを原料とした醸
造酢を開発し進出する。同時に地元産の他の果
実など、複数の醸造酢の開発も行っている。
　さらに本格焼酎ブームの中、すでに製造中の
「じゃがいも焼酎」に続き、かぼちゃ・長いも
などを原料に開発。これら果実酢と焼酎を地域
の特産品に育てるべき事業を展開中。
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「
議
会
広
報
」

二
〇
一
二
年
二
月
九
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　野田総理はＴＰＰ参加に向けて各国と協議入りを
するという微妙な言い回しを昨年して、参加しよう
としています。
　私たち農業団体は当初、農産物が自由化されれば
離農する農家が増え、日本の食糧の自給率が下がる
との見方から反対していました。
　しかし時が経つにつれ、それだけでは済まない状
況になることが少しずつ解ってきました。
　問題点は
１．多国間交渉と言いながら、中身はアメリカとの
二国間交渉である。

２．交渉内容は成立するまで非公開である。
３．関税撤廃も影響が大きいが非関税障壁の撤廃は
もっと国民に影響を与える。

４．『毒素条項』と呼ばれる幾つかのアメリカに都
合のいい条項がある。

　多国間交渉という前提があるので表面上は各国の
条件は同じように仕組まれてはいますが、中身を精
査すると、あれ？と思うほどアメリカに有利です。
　この他にも沢山あり、紙面の関係上詳細はここで
は伝えられません。
　これらが締結された場合、日本はほんの少しの富

裕層とほとんどの貧
困層にはっきり分か
れてしまいます。
　つまり極端に言う
と、ＴＰＰは貧困を
輸出入する仕組みな
のです。

沼田町農民協議会　委員長　小 峯  聡

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

議
会
で
議
論
を
す
る
と
、「
費

用
対
効
果
」
か
、「
予
算
に
し

ば
ら
れ
な
い
自
由
な
発
想
」か
、

と
両
極
の
意
見
が
し
ば
し
ば
出

さ
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
無
駄
な
予
算
も

い
け
ま
せ
ん
し
、
不
自
由
な
発

想
に
も
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
こ
の
両
方
が
必
要
な

の
で
す
。

　

同
様
に
昨
年
四
月
の
町
長
選

挙
で
は
「
政
策
」
か
、「
手
法
」

か
、
が
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。
こ

れ
も
同
様
で
、
ど
ち
ら
か
一
つ

だ
け
が
答
え
な
の
で
は
な
く
て

両
方
が
必
要
な
の
で
す
。

　

ま
も
な
く
金
平
町
長
の
戦
略

予
算
が
い
よ
い
よ
発
表
さ
れ
ま

す
。「
費
用
対
効
果
」
も
、「
予

算
に
し
ば
ら
れ
な
い
自
由
な
発

想
」
も
、
そ
し
て
「
政
策
」
も

「
手
法
」
も
。
こ
れ
ら
を
同
時

に
満
た
す
鮮
や
か
な
提
案
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

　

ま
る
で
初
雪
が
根
雪
の
よ
う

な
厳
寒
の
な
か
、
多
く
の
方
が

熱
心
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

基
礎
工
事
の
段
階
で
す
の
で
、

ち
ょ
う
ど
設
計
図
面
の
よ
う
に

全
体
が
見
渡
せ
る
状
態
で
し
た
。　

　

十
月
末
ま
で
は
計
画
通
り
に

進
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
十

一
月
か
ら
は
雪
で
少
し
遅
れ
気

味
の
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
で
も

十
二
月
末
か
ら
三
月
二
十
日
ま

で
の
冬
期
間
の
工
事
休
業
を
は

さ
ん
で
、
年
度
内
出
来
高
予
定

の
四
十
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に

は
近
づ
け
る
よ
う
で
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
い
っ
た
ん

取
り
止
め
に
な
り
か
け
た
「
雪

冷
房
」
と
「
太
陽
光
発
電
」
の

復
活
を
強
く
要
望
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ

れ
ら
の
規
模
は
計
画
よ
り
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
が

日
増
し
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
今
、

引
き
続
き
注
視
し
て
ゆ
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
備
品
の

議
論
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

完
成
予
定
は
今
年
の
十
二
月

で
す
の
で
、
今
の
小
学
校
五
年

生
は
、
六
年
生
に
な
る
と
三
学

期
だ
け
で
も
新
し
い
校
舎
を
体

験
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
一
月
二
十
五
日

沼
田
小
学
校
の
改
築

工
事
を
視
察
し
ま
し
た
。

貧困を輸出入するＴＰＰ


